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第 1 評価の対象とした政策等 

1 評価の対象とした政策 

   本政策評価においては、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（平

成 27 年法律第 64 号。以下「女性活躍推進法」という。）に基づき、一般事業主が

公表しなければならない、又は公表するよう努めなければならないとされている

「女性の職業生活における活躍に関する情報」の公表に関する施策並びに一般事

業主における女性活躍の推進及び職業生活と家庭生活の両立等に向けた各種取組

を促進又は支援するための関連施策等を評価の対象とした。 

2 評価を担当した部局及びこれを実施した時期 

 総務省行政評価局 評価監視官（内閣・総務等担当） 

平成 30 年 3 月から令和元年 7月まで 

3 評価の視点 

  本政策評価は、女性活躍を更に推進する観点から、事業者における①女性活躍

推進法に基づく取組及び②女性活躍の推進に関する取組の実施状況を把握すると

ともに、当該取組の効果を検証し、関係行政の今後の在り方の検討に資するため

に実施したものである。 

4  政策効果の把握の手法 

(1) 実地調査の実施

常用労働者数が 300 人前後の事業者（273 事業者（注 1））を対象として、女性活

躍推進法に基づく取組や女性活躍の推進に向けた取組の実施状況（取組内容やそ

のきっかけ、取組実施に当たって工夫又は苦慮した（している）点、取組の効果

や課題など）等について実地調査を行い、その内容や効果等を把握した。 

なお、本実地調査の結果については、平成 31 年 3 月 8 日に中間的に公表した
（注2）。 
（注）1 女性活躍の推進に積極的な事業者や、女性活躍を推進したいものの課題を抱えている事 

業者などを中心に、可能な限り産業（業種）の偏りが生じないよう、全国の事業者の中か 
ら幅広く調査対象事業者を選定した。 
2  http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/hyouka_190308.html 参照 

(2) アンケート調査の実施

女性活躍推進法に基づく取組や女性活躍の推進に向けた各種取組による効果

等を把握するため、次表のとおり、1 万 3,000 事業者を対象にアンケート調査を

実施した。 

 具体的には、常用労働者数 301 人以上の事業者（大企業）と 101 人以上 300 人

以下の事業者（中小企業）それぞれについて、①女性採用比率、②一月当たりの

平均残業時間、③平均継続勤務年数の男女差及び④女性管理職比率（以下、これ
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表 アンケート調査の概要 

ら 4 つの項目を「主要 4 項目」という。）等の傾向を把握した上で、常用労働者

数 301 人以上の事業者に義務付けられている「女性の職業生活における活躍に関

する情報」の公表（見える化）が、主要 4項目等の指標の改善に効果を上げるも

のとなっているかなどについて把握・分析した。 

 また、法定以上の企業内制度（育児休業（以下「育休」という。）の取得期間延

長等）やテレワークの導入など、両立支援を含む女性活躍の推進に関する各種取

組の効果を把握・分析した。 

 本アンケート調査の結果については、平成 30 年 9 月 10 日に公表（注）し、厚生

労働省の労働政策審議会（雇用環境・均等分科会）における女性活躍推進法の見

直しの議論に資するため、同審議会の資料として活用されたところである。 

  （注）http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/107317_180910.html 参照 

 なお、本アンケート調査は、統計法（平成 19 年法律第 53 号）に基づく一般統

計調査として実施したものである。 

 

5 学識経験を有する者の知見の活用に関する事項 

 本政策評価の企画立案及び取りまとめに当たって、次のとおり、政策評価審議

会の審議に付し、本政策評価の全般に係る意見等を得た。 

① 平成 29 年 11 月 13 日 政策評価計画

② 平成 31 年 3 月 4 日 調査の状況（政策評価の方向性）

なお、上記審議会の議事要旨及び議事録は総務省ホームページで公開している。 

(http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/hyouka/hyokashingikai_n/hyoukashingikai.html） 

また、本政策評価の政策効果を把握するための手法の検討に当たって、次のと

おり、学識経験者、専門家等の協力を得た。 

① 大学教授・准教授（労働経済学等）等（25 人）

② 日本経済団体連合会、日本商工会議所等関係団体（14 団体）

③ 国立大学法人東京大学大学院経済学研究科（注）

企業規模 

（常用労働者数） 
配布数 回収数 回収率 有効回答数 

101 人以上 300 人以下 8,000 1,610 20.1％ 1,296 

301 人以上 5,000 884 17.7％ 884 

合 計 13,000 2,494 19.2％ 2,180 

（注）当省から業務を委託した事業者が、調査対象企業に対して郵送により調査票を配布し、 
郵送又はオンライン（インターネット経由）により回収 
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   （注）「総務省行政評価局と国立大学法人東京大学大学院経済学研究科との間における連携協 
力に関する覚書」（平成 30年 11 月 7 日）に基づき、別途、複数の公的統計の調査票情報 
等を活用した上で、女性活躍の推進に関する政策効果の分析等を行うこととしている。 

 

6 政策の評価を行う過程において使用した資料その他の情報に関する事項 

   当省が実施した実地調査及びアンケート調査結果のほか、主として次の資料を

使用した。 

  ① 男女共同参画白書（内閣府） 

  ② 中小企業白書（中小企業庁） 

  ③ 働く女性の実情（厚生労働省） 

  ④ 女性活躍推進の取組好事例集～中小企業の優秀な人材確保のために～（厚生

労働省） 

  ⑤ Introductory Econometrics：A Modern Approach (5th ed)  

(Jeffrey M.Wooldridge) 
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第 2 政策の概要 

   女性活躍の推進に関する政策については、現在、「第4次男女共同参画基本計画」

（平成 27 年 12 月 25 日閣議決定）に定められた具体策や成果目標等の実現に向

け、男女共同参画会議の意見も踏まえながら、国が重点的に取り組むべき施策等

を定めた「女性活躍加速のための重点方針」が毎年決定され（すべての女性が輝く

社会づくり本部決定）、同方針に掲げられた施策等を中心とした取組が進められて

いるところである。 

   また、これらの取組に加え、雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の

確保等に関する法律（昭和 47 年法律第 113 号）、育児休業、介護休業等育児又は

家族介護を行う労働者の福祉に関する法律（平成 3 年法律第 76 号）、次世代育成

支援対策推進法（平成 15 年法律第 120 号）などの関係諸制度の着実な履行を確保

することによって、男女平等の職場環境の確保やポジティブ・アクションの推進、

職業生活と家庭生活の両立支援などに向けた取組が進められている。 

   政府は、このような取組を通して、経済の持続的な成長等を実現させるため、

「未来投資戦略 2018」（平成 30 年 6 月 15 日閣議決定）において決定された施策の

目標（ＫＰＩ）の達成に向けて、各施策の取組を推進しているところである（図表

2参照）。 

   このうち、主な施策の目標（ＫＰＩ）と現状(実績)をみると、図表 1 のとおり

となっている。 

 

図表 1 女性活躍の推進に係る主な目標（ＫＰＩ） 

目 標 
目標値（ＫＰＩ） 

<2020 年> 
現状 

<2018 年> 

上場企業役員に占める女性の割合 10％  4.1％ 

民間企業の課長相当職に占める女性の割合 15％ 11.2％ 

25 歳から 44 歳までの女性就業率 77％ 76.5％ 

第一子出産前後の女性の継続就業率 55％ 53.1％（注 2） 
 

 

 

（参考）公務部門における主な目標（ＫＰＩ） 

目 標 
目標値（ＫＰＩ） 

<2020 年度末> 
現状 

<2018 年> 
【国家公務員】 
本省課室長相当職に占める女性の割合 

7％  4.9％ 

【地方公務員】 
都道府県（市区町村）の本庁課長相当職に
占める女性の割合 

15％ 

（20％） 

10.5％ 

（16.7％） 

 

 

（注）1「未来投資戦略 2018」（「革新的事業活動に関する実行計画」）等に基づき、当省が作成した。 
2「第一子出産前後の女性の継続就業率」の現状は 2010 年～2014 年のデータである。 

（注）「第 4次男女共同参画基本計画」等に基づき、当省が作成した。 
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性
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画
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 人 生 １ ０ ０ 年 時 代 に お け る 多 様 な 選 択 を 可 能 と す る 社 会 の 構 築

 困 難 な 状 況 の 解 消 及 び 女 性 活 躍 を 支 え る 安 全 ・ 安 心 な 暮 ら し の 実 現

 多 様 性 ・ 付 加 価 値 の 創 出 ↓ 生 産 性 向 上 ・ 経 済 成 長 ・ 地 方 創 生

（
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来
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第 3 政策効果の把握の結果 

 1 実地調査 

   常用労働者数が 300 人前後の地方中堅企業 273 事業者を対象に、女性活躍の推

進に向けた取組の実態等について、ヒアリングによる実地調査を実施したところ、

以下のような状況がみられた。 

  ⑴ 共通して聴かれた主な声と取組例 

    多くの事業者では、地方における深刻な人材不足などといった課題を抱えつ

つも、女性にとっていかに働きやすく、魅力ある職場とするかを考え、積極的に

女性の人材確保や継続就業、登用に結び付けようと努力している状況がみられ

た。各事業者から共通して聴かれた主な声や、それらの声に対応した主な取組

例は次のとおりである。 

 

   ア 取り巻く雇用環境と女性の活用 

     中小企業における深刻な人手不足などの課題等を解決するため、女子学生

へのインターンシップ活動を実施するなど、女性の採用活動を積極的に展開

し、女性の視点を経営上のメリットと捉え、女性人材を有効に活用しようと

する事業者が多くみられた。 

 

   イ 女性の働き方の変化 

     従来は結婚や妊娠、出産などといったライフイベントに伴う女性の退職が

当たり前とされていた事業者であっても、近年は育休の取得や短時間勤務制

度等の利用によって、職場復帰して継続就業することが当たり前となってい

るといった声が多く聴かれた。また、女性の職場復帰が当たり前になりつつ

ある中で、復帰への精神的なハードルを低くするため、育休中に面談を実施

するなどの取組によって、「会社とのつながり」の確保を図っている事業者も

みられた。 

 

   ウ 働きやすい職場環境の整備 

     深刻な人材不足、顧客ニーズに応えるための商品開発やサービスに求めら

れる多様性等に対応するため、女性の採用等に向けて積極的な取組が行われ

ている例がみられたが、これまで女性が少なく、男性が中心の職場環境であ

る場合においては、採用に至った女性をいかに定着させるかが重要な課題と

認識されている例が多くみられた。 

     その一方で、このような課題の認識に基づき、これまで男性中心であった

職場環境をいかに女性が働きやすい環境に変えていくかを考え、男性中心の

職域に新たに女性を配置するに当たり女性仕様の備品を整備するなど様々な

取組を行っている事業者がみられた。 
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   エ 職業生活と家庭生活の両立支援 

     妊娠や出産のほか、子育てをしながらでも継続就業できる環境を構築する

ため、法定の取組とともに、各事業者が置かれた状況等に応じて法定以上の

取組を導入している例が多くみられた。 

     また、残業時間の削減によって効率的な働き方を進めている事業者や退職

した女性従業員を再雇用することで即戦力として活用している事業者がみら

れた。 

     さらに、女性に集中している育児や家事業務の負担軽減や女性の継続就業

に向けて、男性の育休取得を促進している事業者がみられた一方で、それら

の取組を行っても男性の育休取得にまでは至らず、依然として男性による育

休取得が社内で浸透しないといった声も多く聴かれた。 

     他方、テレワークについては、勤怠管理上の課題やシンクライアントの導

入などセキュリティ確保のために掛かるコストの負担、新たな勤務体系の導

入に伴う就業規則の改正の検討などといった課題に関する声が多く、導入し

たいと考えているものの、導入には至っていない事業者が多くみられた。一

方で、自社の抱えている課題等を解決（人材の流出防止、有効活用）するた

め、積極的にテレワークの導入を進めている事業者もみられた。 

 

   オ 女性の登用 

     女性の管理職や役職への登用はまだまだ途上にあり、まずは採用した女性

が辞めないような環境づくりを行うための取組を始めた状況といった事業者

が多くみられ、また、女性への意識啓発の難しさやロールモデルの不在等の

女性の管理職への登用に向けた課題や難しさに関する声が聴かれた。その一

方で、管理職候補者に対し早い段階から管理職への意識付けを行う等、試行

錯誤しながら、女性管理職の育成に取り組んでいる例がみられた。 

 

  ⑵ 産業ごとの主な声と取組例 

    各産業における女性労働者比率（雇用期間の定めのない労働者のうち、女性

が占める割合）及び女性管理職比率（管理職（部長級及び課長級）のうち、女性

が占める割合）をみると、女性労働者比率が低い産業では女性管理職比率も低

く（「建設業」、「製造業」、「情報通信業」及び「運輸業、郵便業」）、女性労働者

比率が高い産業では女性管理職比率も比較的高い（「医療、福祉」）傾向となって

いた。 

    このような状況を踏まえると、女性活躍の推進に向けた取組や各事業者が抱

える課題は、各産業における男女比率や業種特性等によって異なるものと考え

られることから、産業ごとに共通して聴かれた主な声や主な取組例を整理した

ところ、次のような状況がみられた。 
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   ア 建設業 

     特に、建築現場における技術職を中心とした慢性的な人材不足や、業界に

対する印象等による女性採用の難しさが聴かれた一方で、女性の採用や定着

に向けて、これまで男性中心であった施設等の整備（女性用のトイレ、更衣室

等の整備）に取り組み始めた事業者がみられたほか、技術職や営業職に女性

を登用することは内装やインテリア等で女性の感性がいかされるとの声も聴

かれた。 

 

   イ 製造業 

     建設業同様、業界に対する印象や女性の職域が限定されてきた経緯から、

業界に女性が少なく、必ずしも女性が活躍できる環境には至っていないなど

といった声が聴かれた一方で、女性用施設の整備や体力的に負荷の掛かる業

務や工程を極力減らす（使用機器等の技術改良やコンピュータ化、軽量素材

の加工機の配置等）などして女性の職域の拡大に取り組んでいる事業者もみ

られた。 

 

   ウ 情報通信業 

     特にシステム開発の分野では、ＩＴエンジニアやシステムエンジニア（Ｓ

Ｅ）の人材不足に対応した女性エンジニアの積極的な採用の必要性、技術の

進展を背景とした早期の職場復帰等に関する課題等が聴かれた一方で、人材

の出入りが激しい業界特有の事情を考慮し、育児期間中であっても成果主義

に基づく短時間勤務制度を導入することで、モチベーションの高い従業員の

定着等を図っている事業者もみられた。 

 

   エ 運輸業、郵便業 

     タクシー事業者からは、訪日客の増加やタクシー乗務員のなり手の減少に

よる慢性的な乗務員不足などを背景に、今後ますます進む高齢化社会等も見

据えて、利用者への配慮や気配りができる女性を乗務員として積極的に採用

し、定着させるための取組を開始しているといった声が聴かれた。また、流通

業を中心とする物流業界では、肉体労働が多いことから男性社会になりがち

であるところ、近年は、フォークリフト免許などの資格を持った女性も現場

作業に従事しており、設備面においても女性が活躍できる現場であれば、男

女を問わず配置しているなどといった声が聴かれた。 

 

   オ 卸売業、小売業 

     特に、ファッションやアパレル、宝飾品など、女性が購買主体となる商品を

販売する事業者からは、業務の特性上、従来から女性が多くを占めてきたこ

とから、女性を貴重な戦力として捉え、女性に活躍してもらうことは当然と
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いった声が多く聴かれた。その一方で、深夜営業のある店舗における子育て

中の従業員への対応などについて課題を抱えているとの声も聴かれた。 

 

   カ 金融業、保険業 

     金融業界では、特に従来から女性には定型的な預金業務だけを担当させる

という意識が根強いといった声が聴かれた一方で、女性を活用しなければ会

社の発展がないと考え、渉外や融資といったこれまで男性中心であった職域

に積極的に女性を配置している事業者がみられた。また、信用金庫の全国ネ

ットワークを活用し、結婚や配偶者の転勤などのやむを得ない理由による転

居によって退職せざるを得なかった従業員を即戦力として再雇用することで、

女性を中心とした人材の確保に取り組んでいる事業者もみられた。 

 

   キ 医療、福祉 

     女性が圧倒的に多く、女性が主戦力とされてきた経緯から、女性が働きや

すい環境の整備に従来から取り組んでおり、一定数の女性が管理職としても

既に活躍しているといった声が多く聴かれた。一方、高齢化の進展等に伴う

介護需要や介護市場の拡大が予想されていることから、医療や介護の「質の

確保」に向けた、女性を中心とした既存の従業員の定着率の向上や、特に主婦

層を中心とした潜在的な労働力の掘り起こしが必要であるといった声も聴か

れた。 

     また、子育て世代の女性が多い職場環境であることを考慮して、多くの事

業者では企業内保育所や託児所を設置するなどしており、医療や介護現場に

おける24時間3交代制といった勤務体系にも対応できるよう配慮している例

が多くみられた。 

 

 2 アンケート調査 

  ⑴ 企業における女性活躍の推進等の状況 

    当省のアンケート調査結果に基づき、事業者における女性活躍の推進等の傾

向を把握するため、常用労働者数 301 人以上の事業者（以下「大企業」という。）

と 101 人以上 300 人以下の事業者（以下「中小企業」という。）ごとに、女性活

躍の推進等に関する 7 指標（女性採用比率、女性管理職比率等）の 3 か年（平

成 27 年度から 29 年度まで）の推移（注）をみた結果は、以下のとおりである。 
   （注）1 各指標のデータは企業ごとの比率の単純平均（企業ごとの数値を単純に平均して得た、

1社当たりの単純平均値） 
         2 各指標は、正規社員（職員）のデータを基に算出 

 

   ① 女性応募比率及び女性採用比率は、いずれも、大企業、中小企業ともに、平

成 29 年度は 27 年度に比べ増加しており、大企業の方が全体として高くなっ

ていた。また、その増加幅をみると、大企業が中小企業を上回っていた。 
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   ② 一月当たりの平均残業時間は、大企業、中小企業ともに減少しており、大企

業の方が全体として長くなっていた。また、その減少幅をみると、大企業が中

小企業を上回っていた。 

   ③ 女性の平均継続勤務年数は、大企業、中小企業ともに伸びており、大企業の

方が全体として長くなっていた。 

   ④ 女性係長級比率は、大企業、中小企業ともに増加しており、その増加幅をみ

ると、大企業が中小企業を上回っていた。 

   ⑤ 女性管理職比率は、中小企業の方が全体として高いものの、増加幅をみる

と、大企業が中小企業を上回っており、中小企業ではおおむね横ばいとなっ

ていた。 

   ⑥ 女性昇進比率（係長級及び課長級）は、大企業、中小企業ともに増加してお

り、大企業の方が全体として高くなっていた。また、その増加幅をみると、大

企業が中小企業を上回っていた。 

 

  ⑵ 両立支援を中心とした女性活躍に向けた各取組と関係指標 

    当省のアンケート調査結果に基づき、仕事と家庭の両立支援に係る各取組の

実施や導入と、女性応募比率や女性管理職比率などの各指標の関係について把

握・分析したところ、以下のような状況がみられた。 

 

   ア 因子分析に基づく両立支援に係る取組のグループ化 

     まず、アンケート調査の結果で得られた両立支援に係る取組に関するデー

タついて、因子分析（注）を実施し、これらの各取組を関連度の高い取組ごとに

分類（グループ化）することとした。その結果、①「育休（法定超）」、「短時

間勤務（法定超）」及び「看護休暇（法定超）」を「法定以上の育休等制度」グ

ループとして、②「休業後同一階級・職務復帰」、「再雇用制度」及び「半日単

位・時間単位休暇」を「多くの事業者で導入されている制度」グループとし

て、③「その他育児目的休暇制度」、「フレックスタイム」及び「テレワーク」

を「より柔軟な働き方を実現する制度」グループとしてまとめることとした。 

    （注） 因子分析とは、データの背後に、共通して潜む変数があるのではないかという仮説

の下に、多数の変数を少数の変数に集約する手法である。本手法の活用により、各事

業者における両立支援に係る各取組の実施状況も参考にしながら、関連度の高い取組

をグループ化することが可能となる。今回は、両立支援に向けた各取組を観測変数、

共通因子数を 3 とし、抽出法を最尤
ゆ う

法、回転法をバリマックス回転として因子分析を

実施した。 

 

   イ 因子分析に基づいて分類された各グループのステージ化 

     次に、アンケート調査及び実地調査の結果から得られた事業者における両

立支援に係る各取組の実施又は導入の割合の高低を踏まえ、各事業者は、比

較的導入割合の高い取組から比較的導入割合の低い取組に段階的に取り組ん
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（ステージ） 

（未実施） 

でいくものと仮定し、因子分析の結果に基づいて分類された上記の各グルー

プについて、図表 3のとおり、試行的にステージ化することとした。 

 

 

 グループ 取組内容 実施割合 

  

 

 

 

 

 

 

ⅲ）より柔軟な 

働き方を実現

する制度 

その他育児目的休暇制度  

フレックスタイム 

テレワーク 

 

ⅱ）法定以上の 

育休等制度 

短時間勤務（法定超） 

育休（法定超） 

看護休暇（法定超） 

 
ⅰ）多くの事業

者で導入され

ている制度 

半日単位・時間単位休暇 

休業後、同一階級・職務復帰 

再雇用制度 

 － 実施なし － 

 

 

 

 

 

 

 

   ウ 両立支援に係る各取組と女性活躍に関する指標の関係 

     上記ア及びイを踏まえ、両立支援に係る各取組が、事業者における女性採

用比率等の増加や、女性の継続就業の実現に向けて有効なものとなっている

のかどうかを検討するため、上記のステージごとに、女性採用比率や女性の

平均継続勤務年数などの各指標を集計した結果は、次のとおりである。 

    ① 各ステージにおける女性応募比率、女性採用比率及び女性労働者比率を

みると、「未実施」から「ステージ（Ⅱ）」に至るまで、各指標の数値が増加

していた。一方、「ステージ（Ⅲ）」までの数値の増加はみられなかった。 

    ② 各ステージにおける女性の平均継続勤務年数をみると、「未実施」から「ス

テージ（Ⅲ）」に至るまで、同年数が伸びていた。 

    ③ 各ステージにおける女性管理職比率をみると、「未実施」から「ステージ

図表 3 両立支援に係る各取組のステージ化 

（注）1 当省の調査結果による。 
   2 ステージ（Ⅰ）はグループⅰ）のいずれかの取組、ステージ（Ⅱ）はグループⅰ）

及びⅱ）の各グループに属する取組についてそれぞれ最低 1 つ、ステージ（Ⅲ）は
グループⅰ）～ⅲ）の各グループに属する取組についてそれぞれ最低 1 つを実施又
は導入していることを前提として、事業者における段階的なステージを設定してい
る。 

   3 取組を全く実施していない事業者については、便宜的に「未実施」のステージと
して分類した。 

 

低い 

高い 

（Ⅲ） 

（Ⅱ） 

（Ⅰ） 
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（Ⅲ）」に至るまで、段階的な数値の増加はなかった。      

 

  ⑶ 女性活躍推進法の施行に伴う情報公表（見える化）に関する企業行動の変化 

    女性活躍推進法では、常用労働者数 301 人以上の事業者（大企業）は、①自

社の女性の活躍状況の把握・課題分析、②事業主行動計画（注1）の策定・公表等、

③自社の「女性の職業生活における活躍に関する情報」の公表（見える化）など

を行わなければならないこととされている（常用労働者数 300 人以下の事業者

（中小企業）は努力義務）（注2）。 

    このうち、③の情報公表（見える化）については、女性の企業選択等に資する

ため、国が示した 14 項目（注 3）のうち、自社が適切であると考える任意の項目を

1項目以上選んだ上で、自社のホームページや厚生労働省が運営する「女性の活

躍推進企業データベース」への掲載など、求職者が容易に閲覧できる方法によ

って、適切に公表することが求められている。 

    なお、これらの情報公表（見える化）に関する事項については、平成 28 年 4

月に施行されている。 

 

    女性活躍推進法に基づく情報公表（見える化）の大企業への義務付けや中小

企業への努力義務が各事業者にどのような行動の変化をもたらしたのかを把握

するため、当省のアンケート調査結果に基づき、情報公表（見える化）の項目と

して示されている 14 項目のうち、事業者が自社の女性の活躍状況の把握・課題

分析に当たって把握しなければならないとされている①女性採用比率、②一月

当たりの平均残業時間、③平均継続勤務年数の男女差及び④女性管理職比率の

主要 4項目について、女性活躍推進法の施行（平成 28 年 4 月全部施行）前後で

各項目を公表している事業者の割合がどのように変化したのかについてみたと

ころ、大企業、中小企業とも女性活躍推進法施行後の公表割合が増加しており、

情報公表が義務付けられている大企業においてその増加は顕著である。また、

努力義務とされている中小企業についても一定の企業行動の変化が認められる。 

    さらに、事業者がどのような情報を選択して公表する（公表しない）のかを分

析するため、「事業者は自社の良い情報を選択的に公表する」と仮定し、その妥

（注）1 事業主が実施する女性活躍の推進に向けた取組に関する計画。計画期間や目標、取組
内容、実施時期などが定められている。 
2 これまで努力義務とされていた中小企業のうち、常用労働者数 101 人以上 300 人以下
の事業者については、今般（令和元年 5月）の女性活躍推進法等の一部を改正する法律の
成立によって、同法に基づく取組が義務化 

     なお、中小企業への義務付けの拡大については、「公布の日から起算して 3年を超えな
い範囲内において政令で定める日」とされている。 

   3 ①女性採用比率、②男女別の採用における競争倍率、③女性労働者比率、④平均継続
勤務年数の男女差、⑤男女別の採用 10 年前後の継続雇用割合、⑥男女別の育休取得率、
⑦一月当たりの平均残業時間、⑧雇用管理区分ごとの一月当たりの平均残業時間、⑨有
給休暇取得率、⑩女性係長級比率、⑪女性管理職比率、⑫女性役員比率、⑬男女別の職種
又は雇用形態の転換実績、⑭男女別の再雇用又は中途採用実績の 14 項目 
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当性を検討したところ、主要 4項目のうち、「女性採用比率」及び「女性管理職

比率」については、これらの項目を公表している事業者の方が公表していない

事業者よりも数値が高く、「一月当たりの平均残業時間」については、当該項目

を公表している事業者の方が公表していない事業者よりも短いといった傾向が

みられる。また、これらの傾向は、これらの項目を法施行前から公表している事

業者において特に顕著であることが分かる。 

 

  ⑷ 情報公表（見える化）による効果の測定 

   ア 短期アウトカムの把握（女性応募者等） 

     女性活躍推進法に基づく情報公表（見える化）は、「就職活動中の学生等の

求職者」等からの評価を通じて更なる女性活躍の推進を図ることを目的とし

て行われるものとされていることから、情報公表（見える化）による短期的な

効果を定量的に示す指標として、女性求職者からの応募者数や女性採用者数

が考えられる。そのため、これらに関する指標を短期的な政策効果（アウトカ

ム）と仮定し、当省のアンケート調査結果に基づき、主要 4 項目の情報公表

（見える化）によるこれらの指標への効果を分析したところ、以下のような

状況がみられた。 

 

   （ア）記述統計による把握 

      主要 4項目の情報公表（見える化）の有無（平成 29 年度末時点）によっ

て、「女性応募比率」及び「女性採用比率」の 3 か年（平成 27 年度から 29

年度まで）の推移がどのような傾向を示すのかについて、記述統計（注）によ

る把握を行ったところ、大企業、中小企業ともに、多くの情報公表（見える

化）の項目において、情報公表（見える化）している事業者は、情報公表（見

える化）していない事業者と比べて、「女性応募比率」及び「女性採用比率」

がより大きく伸びている傾向がみられた。 
      （注）記述統計とは、収集されたデータの特徴（平均、分散、標準偏差、分布等）を明らか

にし、データの示す傾向や性質を把握するものであり、現状を的確に捉えること等を
主眼としてデータの整理等を行うものである。 

 

   （イ）差分の差分法を活用した分析 

      女性活躍推進法に基づく情報公表（見える化）等の義務付けの結果、公表

された情報が女性の職業選択に活用され、事業者における女性の応募者数

等の増加につながっているかを把握するため、差分の差分法（Difference-

in-differences。以下「ＤＩＤ」という。）（注）により、女性活躍推進法の義

務付け対象とされた大企業とそれ以外の中小企業それぞれの義務付け前後

の女性応募者数等の差を計算し、両者の差（差分）の差（差分）を導き出す

ことで、情報公表（見える化）等の義務付けによる効果の推定を行ったとこ

ろ、統計的に有意とは言えないものの、義務付けによって「女性応募者数」、
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「女性応募比率」及び「女性採用比率」が増加している傾向が示唆された。 
      （注）ＤＩＤとは、施策対象者と非対象者それぞれについて、施策実施前後のデータを用

い、当該施策を実施しなかった場合に想定されるトレンド要因を取り除いた効果測定
を行う分析手法とされている。       

 

   （ウ）回帰不連続デザインを活用した分析 

      女性活躍推進法に基づく情報公表（見える化）に関して、回帰不連続デザ

イン（Regression discontinuity design。以下「ＲＤ」という。）（注）を活

用して、閾
い き

値の前後を常用労働者数 250 人以上 350 人以下の事業者に限定

した上で、女性活躍推進法の全面施行時（平成 28 年度）における女性採用

比率の情報公表（見える化）によって、「女性応募者数」、「女性応募比率」

及び「女性採用比率」にどのような影響があったのかについて分析したと

ころ、サンプルサイズが小さいことから、標準誤差が非常に大きなものと

なり、有意差はもとより一定の傾向を確認するまでには至らなかった。 

      そのため、本分析に基づき、効果測定について一定の結論を出すことは

適切ではないと考えられる。 
       （注）ＲＤとは、施策対象者と非対象者が、ある一つの基準（閾値）で決定される場合に、

閾値の前後に位置する者を比較することによって、施策の効果を推定する手法である。 

 

   イ 中長期アウトカムの把握（平均残業時間、女性管理職比率等） 

     各事業者における情報公表（見える化）による政策効果（アウトカム）につ

いては、一般的には、短期的な効果として、まず女性応募者数や女性採用比率

の増加が考えられ、また、中期的な効果として働きやすい職場環境の整備に

よる平均残業時間の減少や平均継続勤務年数の延伸が、さらに長期的な効果

として女性昇進者数や女性管理職比率の増加が考えられる。そのため、各事

業者における雇用者の「一月当たりの平均残業時間」、「平均継続勤務年数」及

び「女性管理職比率」を中長期的な政策効果（アウトカム）の指標と仮定し、

当省のアンケート調査結果に基づき、これらの項目の情報公表（見える化）に

よる効果について分析したところ、以下のような状況がみられた。 

 

   （ア）記述統計による把握 

      「一月当たりの平均残業時間」、「平均継続勤務年数の男女差」及び「女性

管理職比率」の情報公表（見える化）の有無（平成 29 年度末時点）によっ

て、当該各指標の 3 か年（平成 27 年度から 29 年度まで）の推移がどのよ

うな傾向を示すのかについて、記述統計による把握を行った。 

      その結果、情報公表（見える化）している事業者は、公表していない事業

者と比べて、「一月当たりの平均残業時間」については、大企業、中小企業

ともにその減少幅が大きく、「女性管理職比率」については、大企業におい

て、より伸びている状況がみられた。また、「平均継続勤務年数の男女差」

については、情報公表（見える化）している事業者の方が、その差が拡大し
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ている傾向がみられたが、男女別に同年数をみたところ、いずれも、大企

業、中小企業ともに、公表している事業者の方がおおむね長くなっていた。 

 

   （イ）ＤＩＤを活用した分析 

      「一月当たりの平均残業時間」、「平均継続勤務年数の男女差」、「女性管理

職比率」等について、女性活躍推進法の義務付け対象とされた大企業とそ

れ以外の中小企業の間でこれらの指標に差が生じているか否かについて、

情報公表（見える化）の義務付け前後でＤＩＤを用いた推定を行ったとこ

ろ、統計的に有意とは言えないものの、「一月当たりの平均残業時間」は減

少し、「女性管理職比率」は増加しており、これらの項目に関して、義務付

けによる進展傾向が示唆された。 

      一方、平均継続勤務年数については、同年数の延伸など、義務付けによる

一定の傾向は確認できなかった。 

      

   （ウ）ＲＤを活用した分析 

      ＲＤを活用して、閾値の前後を常用労働者数 250 人以上 350 人以下の事

業者に限定した上で、女性活躍推進法の全面施行時（平成 28 年度）におけ

る「一月当たりの平均残業時間」、「平均継続勤務年数の男女差」及び「女性

管理職比率」の情報公表（見える化）によって、これらの指標にどのような

影響があったのかについて分析したところ、サンプルサイズが小さいこと

から、標準誤差が非常に大きなものとなり、有意差はもとより一定の傾向

を確認するまでには至らなかった。 

      これらのことから、本分析については、短期アウトカムに係る分析と同

様、本分析に基づき、効果測定について一定の結論を出すことは適切では

ないと考えられる。 
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第 4 評価の結果及び意見 

 1 評価の結果 

 (1) 実地調査結果 

  ア 地方中堅企業における取組と課題 

    本政策評価では、女性活躍推進法に基づく取組が努力義務とされており、こ

れまで余りスポットライトが当てられてこなかった地方の中堅企業を中心に、

女性活躍の推進に向けた取組の実態等についてヒアリングによる実地調査を

実施した。 

    実地調査した事業者からは、女性を取り巻く環境や働き方の変化、働きやす

い職場環境の整備、職業生活と家庭生活との両立支援、女性の登用等に関して

様々な声が聴かれたところ、多くの事業者では、地方における深刻な人材不足

などといった課題を抱えつつも、女性にとっていかに働きやすく、魅力ある職

場とするかを考え、女性の人材確保や継続就業、登用に結び付けようと努力し

ている状況がみられた。また、女性の採用や登用を単なる労働力の確保のため

と捉えるのではなく、商品開発や顧客対応に求められる多様性等に対応した貴

重な戦力として、加えて、企業イメージのアップにつながるものとして捉え、

積極的に女性の採用や職域の拡大などに取り組んでいる事業者がみられた。さ

らに、男性に対する働きかけも重視し、男性の育休取得の促進に積極的に取り

組む事業者もみられた。 

    一方、これらの取組を行ったとしても、必ずしも女性の採用に至らない例、

男性による育休取得が社内で浸透しない例、女性の登用に向けた意識啓発や登

用後のフォロー体制などについて課題を抱えている例もみられた。 

    

  イ 産業（業種）ごとの取組内容 

    実地調査した事業者を産業（業種）ごとにみると、以下のとおり、産業（業

種）の特性等に応じた取組が行われていた。 

   ① 「建設業」や「製造業」など女性労働者比率や女性管理職比率が他の産業

に比べて低い産業では、これまで男性中心であった業界に女性人材を取り入

れ、継続就業につなげていくため、女性にとって働きにくい業界といった固

定観念の払拭等に向けたインターンシップ活動の実施、女性用トイレや更衣

室の整備などといった職場環境の整備などを行っている事業者が多くみら

れた。 

   ② 一方、従来から女性が多くを占め、女性労働者比率や女性管理職比率が他

の産業に比べて高い「医療、福祉」の分野では、人手不足や子育て世代の女

性従業員が多いといった背景事情に加え、今後ますます介護市場が拡大する

状況下において、いかにして主婦層を中心とした潜在的な労働力の掘り起こ

しを行うかといった観点等から、企業内保育施設の設置などの取組を行って

いる事業者が多くみられた。 
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  ウ 女性活躍の推進に向けた企業の取組 

    実地調査では、事業者における女性活躍の推進に向けた取組については、「女

性の人材確保」や「継続就業の実現」などといった共通した目的や目標を持っ

て取り組まれるものであっても、各事業者が属する産業（業種）の特性や女性

を取り巻く環境、各事業者が抱えている課題や業務内容のほか、事業者ごとの

女性の人材プールの形成状況等によって、それぞれ重視する点や、手段・対応

等が異なっており、各事業者は女性活躍の推進に向けて、それぞれの女性活躍

における各局面に応じた取組を行っている状況がみられた。 

    このように、産業（業種）の相違などによる取組内容等の違いがみられたほ

か、各事業者による経営方針、考え方の相違もあることから、全ての事業者が

同様の取組を行うわけではないものの、本調査によって把握した取組を総合す

ると、事業者においては、必要な女性の人材プールを形成し女性活躍につなげ

るために、まずは「積極的な採用活動の展開」によって女性人材を確保し、次

いで、「働きやすい環境の整備」による女性の継続就業の実現をもって、ライフ

サイクルを通じた女性の活躍の場を確保することで「女性人材の完全活用」を

図り、その延長線上に、役員や管理職への「女性の登用」があるという道筋が

一般的であると考えられる。 

    本政策評価においては、これらの道筋と本調査によって得られた取組事例及

び期待される主な効果指標（定性・定量）との関係を明らかにし、女性活躍の

推進に向けた企業の取組のイメージを図表のとおり整理する。 

 

 

  

図表 実地調査からみえる女性活躍の推進に向けた企業の取組（イメージ） 

（注）当省の調査結果による。 
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 (2) アンケート調査結果 

   本政策評価では、実地調査に加え、女性活躍推進法に基づく取組や女性活躍の

推進に向けた各種取組による効果等を把握するため、アンケート調査を実施した。

本アンケート調査結果等を活用し、各事業者における女性活躍の推進等の状況を

把握するとともに、各事業者における女性活躍の推進に向けた取組による効果に

ついて分析等したところ、以下のような状況がみられた。 

   

  ア 事業者における女性活躍の推進等の状況 

    事業者における女性活躍の推進に係る定量的な指標として考えられる「女性

応募比率」、「女性採用比率」、「一月当たりの平均残業時間」、「女性の平均継続

勤務年数」、「女性係長級比率」、「女性管理職比率」及び「女性昇進比率（係長

級及び課長級）」の 7 指標の 3 か年（平成 27 年度から 29 年度まで）の推移を

みた結果、「女性応募比率」、「女性採用比率」、「女性係長級比率」、「女性管理職

比率」及び「女性昇進比率」はいずれも増加しており、各事業者は女性の積極

的な採用や登用に向けて動き始めている状況がうかがえた。 

    また、「一月当たりの平均残業時間」は減少、「女性の平均継続勤務年数」は

伸びている状況がみられ、各事業者は働きやすい職場環境の整備等を進めつつ

ある状況がうかがえた。 

      

  イ 両立支援を中心とした女性活躍に向けた各取組による効果 

    事業者における仕事と家庭の両立支援に係る各取組の実施や導入状況と、

「女性応募比率」や「女性管理職比率」などの女性活躍の推進に係る各指標の

関係について、因子分析による各取組のグループ化と、アンケート調査結果等

から得られた事業者における各取組の導入等の割合の高低を踏まえ、各グルー

プを 3段階に分けてステージ化することで分析を行った結果は、次のとおりで

ある。      

   ① 両立支援に係る各取組と女性の人材確保や継続就業には一定の関係性が

あり、このうち、女性の継続就業については、テレワークやフレックスタイ

ムなど柔軟な働き方を実現する制度の活用によって、更に推進されるのでは

ないかと考えられる。 

   ② 女性人材の確保に当たっては、実地調査においても、制度の有無に着目し

て応募に至ったといった声が聴かれたところであり、これらの各種制度の有

無が、女性からの応募や女性人材の確保にとって、重要な要素の一つになっ

ているのではないかと考えられる。 

   ③ 両立支援制度に係る各取組の実施や制度の導入による女性管理職比率に

与える影響について一定の関係性がみられなかった状況や実地調査の結果

を踏まえれば、女性の管理職への登用については、両立支援に向けた各取組

の実施又は導入だけではなく、各産業（業種）における女性人材の確保の状
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況の違いに加えて、女性活躍や女性登用に係る各事業者の姿勢や企業風土、

男性を含めた従業員それぞれの意識など、様々な要素を考慮することが重要

ではないかと考えられる。 

 

  ウ 女性活躍推進法に基づく情報公表（見える化）による効果 

    女性活躍推進法に基づく義務付けによる企業行動の変化（アウトプット）と

ともに、情報公表（見える化）による政策効果（アウトカム）を可能な限り定

量的に把握する観点から、本アンケート調査の結果得られた事業者の女性応募

者数の推移等を政策効果（アウトカム）の指標として定量的に分析したところ、

次のとおりの結果が得られた。 

   ① 情報公表（見える化）の義務付けによる企業行動の変化（アウトプットの

把握） 

     情報公表（見える化）の項目として国が示した 14 項目のうち、「女性採用

比率」、「一月当たりの平均残業時間」、「平均継続勤務年数の男女差」及び「女

性管理職比率」の主要 4項目について、法施行前後における大企業による公

表割合をみると、法施行以降、大幅にこれらの項目の公表割合が伸びていた。 

     このことから、法施行によって、同法の義務付け対象とされた大企業では、

これら主要 4 項目を選択した上で公表するといった企業行動の変化が生じ

ていることが把握できた。 

     また、情報公表（見える化）が努力義務とされている中小企業においても、

大企業ほどではないものの、法施行後にこれらの指標の公表割合は着実に伸

びており、法施行によって、中小企業の行動に一定の変化があったことが把

握できた。 

       

   ② 事業者における選択的な情報公表（見える化） 

     事業者はどのような情報を選択して公表しているのかについて分析する

ため、「事業者は自社の良い情報を選択的に公表する」と仮定し、その妥当性

を検討した結果、情報公表（見える化）している事業者は、公表していない

事業者よりも主要 4 項目のうちの「女性採用比率」「女性管理職比率」につ

いては、当該項目の数値が高く、「一月当たりの平均残業時間」については短

い傾向がみられた。また、これらの特徴は、法施行前から、これらの項目を

公表している事業者において特に顕著であることが分かった。       

    

   ③ 情報公表（見える化）による効果測定（アウトカムの把握） 

     女性活躍推進法に基づく情報公表（見える化）が事業者における女性活躍

に関する各指標にどのような影響を与えているかを分析等するため、記述統

計による把握を行うとともに、記述統計でみられた傾向の因果関係の推定を

行うため、分析統計による把握として、ＤＩＤを活用した義務付けによる効
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果測定及びＲＤを活用した情報公表（見える化）による効果測定を行った。 

     これらの分析等に当たっては、情報公表（見える化）による短期的な効果

として考えられる「女性応募者数」、「女性応募比率」及び「女性採用比率」

を短期アウトカムとし、また、中長期的な効果として考えられる「一月当た

りの平均残業時間」、「平均継続勤務年数（男女差・男性・女性）」及び「女性

管理職比率」を中長期アウトカムとすることとした。 

 

    a）短期アウトカムの把握 

     ⅰ）記述統計による把握 

       本アンケート調査の結果得られたデータの示す傾向を把握するため、

平成 29 年度末時点において、主要 4項目を情報公表（見える化）してい

る事業者と、公表していない事業者における「女性応募比率」及び「女性

採用比率」の 3か年（平成 27 年度から 29 年度まで）の推移をみた結果、

大企業、中小企業ともに、多くの情報公表（見える化）の項目において、

公表している事業者の方が公表していない事業者より各項目の指標がよ

り大きく伸びていた。 

       

     ⅱ）ＤＩＤを活用した義務付けによる効果測定 

       女性活躍推進法に基づく情報公表（見える化）の義務付けの結果、公表

された情報が女性の職業選択に活用され、事業者における女性の応募者

数等の増加につながっているか把握するため、義務付け対象とされた大

企業とそれ以外の中小企業それぞれの義務付け前後の女性応募者数等の

差を計算し、両者の差（差分）の差（ＤＩＤ）を導き出すことで、情報公

表（見える化）の義務付けによる効果の推定を行った。 

       その結果、統計的に有意とはいえないものの、義務付けによって短期

アウトカムとした各指標が増加している傾向が示唆された。 

     

     ⅲ）ＲＤを活用した情報公表（見える化）による効果測定 

       女性活躍推進法に基づく情報公表（見える化）に関して、ＲＤを活用し

て、閾値の前後を常用労働者数 250 人以上 350 人以下の事業者に限定し

た上で、女性活躍推進法の全面施行時（平成 28 年度）における女性採用

比率の情報公表（見える化）によって、短期アウトカムとした各指標にど

のような影響があったのかについて分析した。 

       その結果、いずれの分析結果においてもサンプルサイズが小さいこと

から、標準誤差が非常に大きなものとなり、有意差はもとより一定の傾

向を確認するまでには至らなかった。そのため、本分析に基づき、効果測

定について一定の結論を出すことは適切ではないと考えられる。 
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      このように、女性活躍推進法に基づく情報公表（見える化）の義務付けや

情報公表（見える化）による短期アウトカムへの効果をみた場合、因果関係

までは推定できなかったものの、各指標が示すデータの傾向をみる限り、

情報公表（見える化）を行っている事業者では、情報公表（見える化）して

いない事業者と比べて、各指標の進展傾向がみられるとともに、義務付け

による各指標の進展傾向が示唆された。 

     

    b）中長期アウトカムの把握 

     ⅰ）記述統計による把握 

       主要 4 項目のうち、短期アウトカムの指標とした「女性採用比率」を

除く3項目（「一月当たりの平均残業時間」、「平均継続勤務年数の男女差」

及び「女性管理職比率」）の平成 29 年度末時点における情報公表（見え

る化）の有無によって、当該各指標の 3 か年（平成 27 年度から 29 年度

まで）の推移がどのような傾向を示すのか把握した。 

       その結果、情報公表（見える化）している事業者は、公表していない事

業者と比べて、「一月当たりの平均残業時間」については、大企業、中小

企業ともにその減少幅が大きく、「女性管理職比率」については、大企業

において、より伸びている状況がみられた。また、「平均継続勤務年数の

男女差」については、情報公表（見える化）している事業者の方が、公表

していない事業者と比べてその差が拡大している傾向にあったが、男女

別に同年数をみたところ、いずれも、大企業、中小企業ともに、公表して

いる事業者の方がおおむね長くなっていた。 

 

     ⅱ）ＤＩＤを活用した義務付けによる効果測定 

       中長期アウトカムとした各指標について、女性活躍推進法による義務

付け対象とされた大企業と、それ以外の中小企業の間で、これらの指標

に差が生じているか否かについて、情報公表（見える化）の義務化前後で

ＤＩＤを用いた推定を行った。その結果、統計的に有意とはいえないも

のの、大企業は中小企業と比べ、「一月当たりの平均残業時間」は減少し、

「女性管理職比率」は増加しており、女性活躍推進法に基づく義務付け

による進展傾向が示唆された。 

       一方、「平均継続勤務年数」については、その「男女差」と「男女別」

の年数について分析したものの、男女差の縮小や同年数の延伸など、義

務付けによる一定の傾向は確認できなかった。 

  

     ⅲ）ＲＤを活用した情報公表（見える化）による効果測定 

       中長期アウトカムとした各指標について、ＲＤを活用した分析を行っ

た結果、短期アウトカムと同様、いずれの分析結果においてもサンプル
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サイズが小さいことから、標準誤差が非常に大きなものとなり、有意差

はもとより一定の傾向を確認するまでには至らなかった。そのため、中

長期アウトカムについても、短期アウトカムに係る分析と同様、本分析

に基づき、効果測定について一定の結論を出すことは適切ではないと考

えられる。 

 このように、女性活躍推進法に基づく情報公表（見える化）の義務付けや

情報公表（見える化）による中長期アウトカムへの効果をみた場合、情報公

表（見える化）による中長期アウトカムとした各指標への効果に係る因果

関係までは推定できなかったものの、各指標が示すデータの傾向をみる限

り、情報公表（見える化）を行っている事業者では、情報公表（見える化）

していない事業者と比べて、各指標の進展がみられた。また、義務付けによ

る各指標の進展については、多くの指標において、その傾向が示唆された。 

 2 意見 

(1) 女性活躍の一層の推進に向けた事業者への支援

事業者における女性活躍の推進に向けた取組は、各事業者が属する産業（業種）

の特性や各事業者における女性活躍の局面等によって、その内容や手段等が異な

っていることを踏まえ、事業者における女性の活躍をより一層推進する上では、

このような事業者が置かれた様々な状況に対応した支援を行うことが適当であ

る。 

 なお、女性活躍推進法に基づく事業主行動計画における目標設定や取組内容等

の策定の支援に当たっては、本評価結果を参考とすることが期待される。 

（厚生労働省） 

(2) 女性活躍推進法に基づく取組の着実な推進

女性活躍推進法に基づく情報公表（見える化）に関しては、本調査の結果、女

性活躍推進法の施行以降、事業者において、女性活躍推進法に基づく義務付け内

容が着実に履行されており、多くの指標については、その進展傾向が示唆される

など、一定の政策効果の発現がみられた。 

 これらを踏まえれば、今般の女性活躍推進法改正によって、情報公表（見える

化）の義務付け対象が、常用労働者数101人以上の中小企業に拡大されるところ、

情報公表（見える化）が中小企業における女性活躍を後押しする意義は大きいと

考えられることから、女性活躍推進法改正法の円滑な施行に向けて、これらの中

小企業による情報公表（見える化）の着実な実施を図ることが適当である。 

（厚生労働省） 

22



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




